
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

２
５
春
闘
要
求
を
２
月
１
７
日
に

提
出
し
、
３
月
５
日
回
答
指
定
日
で

す
。
要
求
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

（
１
）
正
社
員
・
定
年
後
の
再
雇
用

嘱
託
社
員
の
賃
金
を
一
律
２
０
，

０
０
０
円
以
上
引
き
上
げ
る
こ

と
。

（
２
）
新
入
社
員
の
初
任
給
（
基
準

内
賃
金
）
を
以
下
の
様
に
改
善

し
若
年
層
の
賃
金
底
上
げ
を
行

う
こ
と
。

高
校
卒

２
２
５
，
０
０
０
円

短
大
・
専
修
２
年
制
・
高
専
卒

２
３
２
，
０
０
０
円

短
大
・
専
修
３
年
卒

２
３
６
，
２
５
０
円

大
学
卒

２
４
０
，
０
０
０
円

（
３
）
中
途
採
用
者
の
賃
金
改
善

勤
続
５
年
以
内
に
賃
金
の
見
直

し
を
行
い
、
実
年
齢
の
カ
ー
ブ

に
近
づ
け
る
こ
と
。
賃
金
カ
ー

ブ
と
の
差
を
マ
イ
ナ
ス
査
定
の

範
囲
内
と
す
る
こ
と
。

す
で
に
勤
続
５
年
以
上
を
超
え

る
も
の
に
つ
い
て
は
直
ち
に
改

善
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
４
）
定
年
後
の
再
雇
用
嘱
託
社
員

の
賃
金
改
善
。

定
年
後
の
再
雇
用
嘱
託
社
員
の

賃
金
を
（
雇
用
延
長
給
付
金
を

含
め
て
）
初
年
度
の
年
収
で
、

退
職
時
の
９
０
％
と
す
る
こ
と
。

（
５
）
住
宅
手
当
の
改
善

住
宅
手
当
の
賃
金
規
定
改
定
後

（
２
０
２
５
年
４
月
１
日
実
施

）
の
最
低
額
（
１
１
，
０
０
０

円
）
を
１
６
，
０
０
０
円
に
引

き
上
げ
る
こ
と
。

（
６
）
「
２
０
２
５
春
闘
・
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
統
一
要
求
書
」
に
つ
い
て

項
目
ご
と
に
回
答
す
る
こ
と
。

職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
３
７
名
の

方
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
毎
月
の

不
足
額
は
３
万
円
、
要
求
額
は
１
万

４
５
０
０
円
で
し
た
。
職
場
改
善
の

先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

崎
陽
軒
の
職
場

崎
陽
軒
で
は
、
秋
闘
・
年
末
一
時

金
の
決
着
が
年
を
越
し
た
た
め
、
２

月
１
８
日
に
対
策
会
議
を
行
い
、
賃

上
げ
の
基
本
方
針
と
し
て
、
「
日
額

１
万
４
千
円
」
月
収
で
手
取
り
２
２

万
円
以
上
を
決
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
川
崎
と
横
浜
の
各
売
店

を
訪
問
し
、
秋
闘
・
年
末
一
時
金
の

報
告
チ
ラ
シ
と
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会

２
月
２
６
日
付
で
春
闘
要
求
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、

（
１
）
賃
上
げ

雇
用
形
態
に
拘
わ

ら
ず
一
律
１
３
，
０
０
０
円
以

上
引
き
上
げ
る
こ
と
。

（
２
）
夏
一
時
金

雇
用
形
態
に
か

か
わ
ら
ず
１
・
３
５
ヵ
月
支
給
。

同
時
に
「
要
求
趣
旨
」
「
質
問

事
項
」
を
、
提
出
し
て
い
ま
す
。

質
問
事
項
に
は
、
団
交
参
加
交

通
費
の
要
求
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

神
奈
川
地
本

・
各
支
部
の
要
求
状
況

（
２
月
２
６
日
現
在
）

●
松
永
製
作
所

賃
上
げ

一
律
４
０
，
０
０
０
円

●
富
田
電
機

賃
上
げ

一
律
３
０
，
０
０
０
円

●
日
本
高
周
波

賃
上
げ

一
律
１
４
，
６
１
６
円

住
宅
手
当

一
律
１
万
円
増
額

●
三
興
製
鋼

賃
上
げ

平
均
３
５
，
８
１
２
円

（
記

浅
岡
）

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

２０２５年

２月２６日

７５０８号

２５春闘本番！！
各支部分会要求実現へ



7508号 （２）

２
月
９
日
（
日
）

１
３
時

か
ら
支
部
事
務
所
に
お
い
て
第

７
６
回
川
崎
支
部
臨
時
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
７
名
、
委
任
状
３
名
で
大

会
は
成
立
ま
し
た
。

議
長
：
細
谷
静
、
書
記
：
小
林
。

総
括
案
、
春
闘
方
針
案
、
６
ヶ

月
会
計
報
告
、
２
５
春
闘
統
一

ス
ト
権
に
つ
い
て
全
員
一
致
で

採
択
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
（
中
央
）

第
１
９
回
臨
時
大
会
決
議
と
２

５
春
闘
・
闘
争
宣
言
」
を
読
み

上
げ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

浅
岡
委
員
長
挨
拶
で
は
、
情
勢

と
、
特
に
崎
陽
軒
の
秋
闘
に
つ
い

て
、
労
使
合
意
し
て
組
合
が
協
定

書
に
押
印
し
て
送
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
未
だ
に
崎
陽
軒
か
ら
協

定
書
が
か
え
っ
て
来
て
い
な
い
状

況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
担
当
か

ら
、
組
合
掲
示
板
に
つ
い
て
の
具

体
化
（
掲
示
板
の
大
き
さ
や
掲
示

方
法
な
ど
）
と
、
（
初
め
て
？
）

組
合
員
に
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
の
参
加
者
か
ら
は
、
組
合
員

以
外
に
も
工
夫
を
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
、
方
法
等
も
論
議

さ
れ
ま
し
た
。

長
谷
川
書
記
長
か
ら
は
、
新
し

く
支
部
に
加
入
し
た
定
年
後
再
雇

用
者
の
職
場
情
勢
や
、
要
求
・
闘

い
方
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

給
与
は
東
京
都
の
最
低
賃
金
。
１

日
１
０
数
キ
ロ
仕
事
で
歩
く
。
会

社
が
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を
受
け
て
い
る
。
早

急
に
要
求
書
の
作
成
が
必
要
。

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

か
ら
は
、
今
春
闘
で
賃
金
カ
ー
ブ

の
デ
ー
タ
を
小
さ
な
用
紙
に
写
し

て
中
途
採
用
者
に
手
渡
し
し
た
ら

何
人
か
か
ら
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

面
白
い
傾
向
だ
。
少
し
の
チ
ャ
ン

ス
か
ら
キ
ッ
カ
ケ
に
な
れ
ば
。

中
途
採
用
者
の
賃
金
改
善
に
つ
い

て
大
会
の
参
加
者
か
ら
も
意
見
が

出
さ
れ
た
。

ま
た
、
派
遣
社
員
な
ど
も
組
合
拡

大
対
象
に
し
た
方
が
良
い
。
三
和

か
ら
他
社
に
移
っ
て
も
組
合
員
で

い
ら
れ
る
。
過
去
に
も
派
遣
社
員

が
組
合
に
入
っ
た
こ
と
は
有
る
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
大
幅
賃
上
げ
均
等
待
遇
、
労
働

時
間
短
縮
な
ど
対
経
営
者
要
求
に

つ
い
て
統
一
ス
ト
権

②
時
間
給
１
５
０
０
円
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
度
確
立
、
労
働
法
制

改
悪
反
対
、
時
短
に
関
す
る
労
基

法
改
正
な
ど
人
間
ら
し
く
働
く
権

利
の
確
立
を
求
め
る
統
一
ス
ト
権

③
消
費
税
５
％
減
税
、
教
育
・
医

療
・
介
護
・
年
金
の
充
実
な
ど
、

い
の
ち
と
く
ら
し
を
ま
も
る
統
一

ス
ト
権

④
大
軍
拡
・
増
税
と
９
条
改
憲
を

阻
止
し
、
平
和
と
民
主
主
義
を
求

め
る
統
一
ス
ト
権

【
細
谷

記
】

崎
陽
軒

組
合
掲
示
版
・

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
取
り
組
む

１
名
組
合
加
入

中
途
採
用
者
の

実
態
見
え
て
き
た

２
５
春
闘
闘
争

統
一
ス
ト
権
確
立

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
（
中
央
）
第
１
９
回

臨
時
大
会
決
議

「
全
国
一
律
最
低
賃
金
実
現
！
大

軍
拡
・
増
税
阻
止
！
金
権
腐
敗
の

自
民
党
政
治
に
反
対
し
、
く
ら
し

と
権
利
、
憲
法
と
平
和
・
民
主
主

義
を
ま
も
る
決
議
」

「
労
働
基
準
法
の
解
体
を
ね
ら
う

あ
ら
た
な
労
働
法
制
改
悪
阻
止
！

す
べ
て
の
争
議
の
勝
利
解
決
を
め

ざ
す
決
議
」



庶
民
を
直
撃
し
そ
う
な
の
が
「
食

品
」
の
値
上
げ
で
す
。

「
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
に
よ
る
と
、
２

０
２
５
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で
に
値
上
げ

が
予
定
さ
れ
て
い
る
食
品
は
、
４
ヵ
月
連

続
で
１
０
０
０
品
目
を
超
え
、
６
１
２
１

品
目
に
達
す
る
と
報
告
さ
れ
、
国
内
の
主

な
食
品
メ
ー
カ
ー
１
９
５
社
の
発
表
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
、
２
４
年
の
同
じ
時
期
に

比
べ
て
５
０
０
品
目
以
上
多
く
、
こ
の
ペ
ー

ス
が
つ
づ
く
と
、
２
５
年
に
値
上
げ
さ
れ

る
品
目
数
は
、
２
４
年
に
値
上
げ
さ
れ
た

品
目
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
「
食
品
」
は
値
上
げ
率
１
８
％

内
訳
は
、
弁
当
向
け
の
冷
凍
食
品
や
缶

詰
な
ど
「
加
工
食
品
」
が
２
１
２
１
品
目

と
全
体
の
３
割
を
占
め
、
缶
ビ
ー
ル
や
コ
ー

ヒ
ー
と
い
っ
た
「
酒
類
・
飲
料
」
が
１
８

３
４
品
目
、
「
パ
ン
」
が
１
２
２
７
品
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
１
２
月
の
生
鮮
食
品
を

除
い
た
消
費
者
物
価
指
数
は

前
年
の
同
月
よ
り
３
．
０
％

上
昇
し
て
い
ま
す
。

「
生
鮮
食
品
を
除
く
食
料
」
は

４
．
４
％
上
昇
し
、
上
昇
率
は
５
ヶ
月
連
続
で
拡

大
し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
で
は
「
米
類
」
が
６

４
．
５
％
上
昇
し
、
比
較
で
き
る
１
９
７
１
年
以

降
で
上
昇
幅
は
最
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
が
３
０
．
６
％
、
「
コ
ー

ヒ
ー
豆
」
も
２
２
．
２
％
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。

ま
た
２
人
以
上
世
帯
の
消
費
支
出
に
占
め
る
食

費
の
割
合
を
示
す
「
エ
ン
ゲ
ル
係
数
」
は
２
８
．

３
％
と
な
り
、
１
９
８
１
年
（
２
８
・
８
％
）
よ

り
後
の
年
で
は
最
も
高
く
、
４
３
年
ぶ
り
の
高
水

準
で
す
。

物
価
高
騰
が
生
活
を
直
撃
し
、
国
民
生
活
の
困

難
さ
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

異
常
な
物
価
高
騰
が
つ
づ
く
な
か
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
の
必
要
性
が
財
界
で
も
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
経
団
連
は
賃
上
げ
に
つ
い
て
、
「
物
価
上

昇
が
継
続
す
る
中
、
制
度
昇
給
（
定
期
昇
給
、
賃

金
体
系
・
カ
ー
ブ
維
持
分
）
の
実
施
は
も
と
よ
り
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
賃
金
水
準
自
体
の
引
上
げ
、
賃

金
表
の
書
き
換
え
）
を
念
頭
に
置
い
た
検
討
が
望

ま
れ
る
」
と
物
価
上
昇
分
を
上
回
る
賃
上
げ
の
必

要
性
を
指
摘
す
る
な
ど
、
政
府
・
財
界
で
す
ら
、

物
価
高
騰
に
負
け
な
い
賃
上
げ
を
認
め
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
今
年
の
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化

を
し
っ
か
り
つ
か
み
、
要
求
に
確
信
を
も
っ
て
大

幅
賃
上
げ
を
経
営
者
に
迫
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

《
記
：
矢
部
》

（3） 750８号

な
ん
ぶ
せ
ん

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
就
任
一
ヶ
月
と
な

り
ま
す
。
就
任
初
日
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策

の
国
際
的
な
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
か
ら
離

脱
す
る
大
統
領
令
や
、
不
法
移
民
の
入
国
の

阻
止
に
向
け
た
非
常
事
態
宣
言
な
ど
の
文
章

に
次
々
に
署
名
▼
就
任
し
た
２
０
日
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
が
公
表
し
た
大
統
領
令
な
ど
の
文

章
は
４
０
を
超
え
て
い
ま
す
。
前
の
バ
イ
デ

ン
政
権
の
政
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
、
自
ら

が
掲
げ
て
き
た
公
約
を
迅
速
に
実
現
さ
せ
る

と
い
う
姿
勢
を
鮮
明
に
し
、
バ
イ
デ
ン
前
政

権
の
７
８
の
大
統
領
令
の
撤
廃
な
ど
が
あ
り

ま
す
▼
私
が
今
回
問
題
視
し
た
の
は
、
毎
日

の
よ
う
に
世
界
で
あ
れ
だ
け
気
候
変
動
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
に
「
パ
リ
協
定
」
か
ら

離
脱
す
る
な
ん
て
思
っ
た
か
ら
で
す
▼
ト
ラ

ン
プ
氏
は
、
就
任
演
説
で
「
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー

緊
急
事
態
を
宣
言
す
る
」
と
述
べ
石
油
や
天

然
ガ
ス
と
い
う
化
石
燃
料
の
増
産
を
進
め
る

姿
勢
を
示
し
、
バ
イ
デ
ン
前
政
権
が
進
め
た

電
気
自
動
車
の
普
及
策
の
撤
回
も
明
言
し

「
自
動
車
産
業
を
救
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す

▼
中
国
に
次
ぐ
世
界
第
２
位
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
で
あ
る
米
国
が
、
気
候
変
動
対
策
に

後
ろ
向
き
の
姿
勢
を
と
る
こ
と
で
各
国
・
企

業
に
大
き
く
影
響
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の

発
言
や
行
動
を
よ
く
見
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

《(

ジ
ョ
ー
ジ
》

「物価高騰は続く」それに負けられない
要求を前面に暮らしまもる大幅賃上げを
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東
芝
関
連
の
職
場
で

学
ん
だ
こ
と

支
部
執
行
委
員
長

浅
岡
正
夫

今
か
ら
５
９
年
前
、
品
川
の
鮫
洲

に
あ
っ
た
会
社
に
入
社
し
た
と
き
、

入
社
試
験
が
あ
る
の
か
と
お
も
た
ら
、

面
接
だ
け
で
内
定
さ
れ
、
同
期
入
社

が
３
０
名
く
ら
い
い
た
で
し
ょ
う
か
、

そ
の
頃
は
景
気
も
良
か
っ
た
せ
い
か

入
る
人
も
多
け
れ
ば
、
辞
め
る
人
も

多
く
１
年
後
に
は
半
減
。

そ
ん
な
中
、
川
崎
へ
工
場
移
転
の

話
が
起
き
ま
し
た
。
私
は
２
年
く
ら

い
組
合
に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

熱
心
な
先
輩
の
勧
め
で
楽
し
そ
う
に

活
動
し
て
い
た
青
年
婦
人
部
の
若
者

た
ち
の
熱
気
に
誘
わ
れ
、
組
合
に
入
っ

た
ば
か
り
な
の
に
執
行
部
に
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
・
海
水
浴
・
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
・
ビ
ヤ
パ
ー
テ
ィ
な
ど

活
発
で
会
社
に
行
く
の
が
楽
し
く
、

ひ
げ
を
伸
ば
し
下
駄
を
履
い
て
い
き

が
っ
て
い
ま
し
た
。

仕
事
は
東
芝
の
照
明
部
品
や
電
子

部
品
を
自
動
プ
レ
ス
で
作
る
仕
事
で
、

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
缶
や
蛍
光
灯
の
ピ

ン
を
３
交
代
勤
務
で
作
っ
て
い
ま
し

た
。一

方
で
は
、
会
社
は
、
班
長
ク
ラ

ス
の
人
を
中
心
に
「
親
睦
会
」
を
作

ら
せ
、
親
会
社
の
労
組
の
て
こ
入
り

で
、
や
が
て
「
第
二
組
合
」
へ
と
変

質
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

賃
金
差
別
と
闘
っ
た
経
験

第
二
組
合

が
出
来
て
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
賃
金
差
別
、
仕
事
上
の
差
別
を

受
け
ま
し
た
。
１
９
７
３
年
に
品
川

地
域
支
部
か
ら
現
在
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

川
崎
支
部
に
組
合
合
流
し
ま
し
た
。

川
崎
の
仲
間
た
ち
と
「
差
別
は
許

さ
な
い
」
と
立
ち
上
が
り
、
反
撃
を

開
始
し
ま
し
た
。
組
合
員
は
３
名
に

減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
職
場
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
会
社
に
賃
金
実
態
の
資

料
の
提
出
を
要
求
し
、
モ
デ
ル
賃
金

の
提
示
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
。
組
合

は
、
職
場
の
人
の
協
力
も
得
て
同
年

齢
・
同
勤
続
賃
金
比
較
資
料
を
独
自

に
作
成
し
、
１
９
８
４
年
の
春
闘
で

『
賃
金
差
別
撤
廃
せ
よ
』
の
ゼ
ッ
ケ

ン
闘
争
を
行
い
、
職
能
給
の
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
な
ど
賃
金
差
別
が
部
分
的
に

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
に
川
崎
工
場
を
福
島

県
に
移
転
す
る
計
画
が
発
表
さ
れ
、

『
一
人
の
解
雇
者
も
出
さ
な
い
』
と

い
う
方
針
で
会
社
と
交
渉
し
、
分
会

員
３
名
の
た
め
に
８
０
名
が
駆
け
つ

け
、
抗
議
集
会
や
道
路
沿
い
に
横
断

幕
を
設
置
す
る
な
ど
闘
い
が
発
展
し

ま
し
た
。

移
転
問
題
と
並
行
し
て
『
賃
金
差

別
、
組
合
間
差
別
』
の
交
渉
も
行
い
、

『
労
使
関
係
に
関
す
る
基
本
協
定
』

を
締
結
し
ま
し
た
。

内
容
は
、

①
長
年
の
差
別
を
認
め
将
来
に
わ
た
っ

て
差
別
制
策
を
撤
廃
す
る
。

②
会
社
は
深
く
反
省
し
回
復
処
置
を

取
る
。

③
会
社
は
一
切
の
介
入
、
干
渉
を
行

わ
な
い
。

④
事
前
協
議
を
行
い
同
意
の
上
行
う
。

⑤
作
業
等
級
（
職
能
給
）
を
見
直
し

本
来
の
等
級
に
改
め
る
。

⑥
組
合
員
の
昇
格
を
全
面
的
に
見
直

す
。

こ
の
協
定
以
後
も
、
細
か
な
差
別

が
あ
り
ま
し
た
。
長
年
染
み
つ
い
た

差
別
意
識
は
、
会
社
も
、
労
働
者
も

な
か
な
か
直
り
ま
せ
ん
、

５
８
歳
役
職
定
年
を
廃
止
に

１
９
９
１
年
、
組
合
員
が
５
８
歳

に
な
っ
た
時
、
係
長
の
役
職
を
外
す

提
案
が
あ
り
、
第
二
組
合
で
は
１
９

８
８
年
か
ら
役
職
定
年
を
労
使
で
実

施
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
賃
上
げ
は
通
常
の
５
０
％
、

一
時
金
は
９
５
％
と
い
う
こ
と
が
判

り
、
当
然
拒
否
。
４
年
後
、
第
二
組

合
の
役
職
定
年
制
度
も
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

男
女
賃
金
格
差
の
是
正

１
９
９
２
年
春
闘
で
男
子
組
合
員

よ
り
１
年
早
く
入
社
し
た
女
子
組
合

員
が
同
じ
高
卒
で
あ
り
な
が
ら
賃
金

が
低
い
事
を
指
摘
し
、
会
社
に
賃
金

格
差
の
実
態
グ
ラ
フ
を
提
出
さ
せ
、

会
社
も
『
こ
ん
な
に
差
が
あ
る
と
は
』

と
、
中
卒
女
子
は
５
年
以
内
、
高
卒

女
子
は
３
年
以
内
に
男
子
正
規
採
用

者
の
カ
ー
ブ
に
合
せ
る
。
ま
た
、
中

途
採
用
者
も
勤
続
年
数
に
応
じ
て
中

卒
で
３
万
２
千
円
、
高
卒
で
１
万
９

千
円
是
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
記

浅
岡
）
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイスに応募しましょう！！ (７５０8号)

今後の日程

３月１日（土）２５春闘東日本集会 １２：３０～ 青山公園南地区 （多目的広場）

労働相談 （支部事務所）１３：００～１７：０0

５日（水）７５期第８回書記局会議 （支部事務所）１３：００～

ＪＭＩＴＵ２５春闘統一回答指定日

三和分会回答指定日・第１回団体交渉

８日（土）労働相談 （支部事務所）１３：００～１７：０0

１２日（水）支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～

第９回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

１５日（土）労働相談 （支部事務所）１３：００～１７：０0

１７日（月）ワーカーズネット運営委員会（ＺＯＯＭ）１８：３０～

１８日（火）ワーカーズネット街頭相談（溝の口）１９：００～

２２日（土）労働相談 （支部事務所）１３：００～１７：０0

２３日（日）原発ゼロからカウントダウン集会（中原平和公園）１２：００～

２５日（火）ワーカーズネット相談ＰＴ（ＺＯＯＭ）１９：００～

２６日（水）第１０回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

２９日（土）労働相談 （支部事務所）１３：００～１７：０0

太い点線わくのＡ～Ｄに入る４つの数字を答え

てください。応募は、はがき・ＦＡＸ・メモ等で

次回支部報発行日（おおよそ２～３週間）までに

お名前・住所と職場名をそえてご連絡下さい。応

募はどなたでも結構です。正解者の中から抽選で

5名の方に５００円相当の図書カード・クオカー

ドかビール券を差し上げます。

【クイズの解き方】

３×３のブロックに区切られた９×９の正方形の

枠内に１～９までの数字を入れるペンシルパズル

の一つです。

応募方法

もうすぐ３月 支部花見のお誘い 雨天決行
恒例の 支部主催の花見を３月後半に予定しております。今年は開花が遅れている

ようですね。 会費は５００円、場所は支部事務所前の二ケ領用水、時間は１２時か

ら。予定は３／１６か３／２３の日曜日 参加される方は執行部までご連絡を！

川崎支部 ＨＰ


